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ハ
イ
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
創
設
か
ら
始
ま
る

東
武
鉄
道
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
歴
史
は
、
昭

和
初
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
、
世
界
的
な
流
行
を
背
景
に
日
本
で

も
都
市
部
を
中
心
に
ハ
イ
キ
ン
グ
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
、
都
市
近
郊
に
路
線
を
延
ば
す
民
鉄

各
社
は
コ
ー
ス
や
施
設
の
整
備
を
進
め
、
ハ

イ
キ
ン
グ
の
誘
致
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、
東
武
鉄
道
は
、
沿
線
の
ハ
イ

キ
ン
グ
愛
好
家
と
と
も
に
「
東
武
ハ
イ
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ
・
Ｈ
・
Ｇ
）」
を
創
設
。

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
拓
・
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
毎
月
の
よ
う
に
ハ
イ
キ
ン
グ

会
を
主
催
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
裾
野
を
拡
げ

て
い
っ
た
。
昭
和
13
年
に
は
、
日
光
の
山
の

神
様
と
呼
ば
れ
た
故
矢
島
市
郎
氏
を
編
集
に

迎
え
て
、
会
報
誌
『
東
武
ハ
イ
キ
ン
グ
』
を

創
刊
。
５
０
０
０
人
の
会
員
に
、
ハ
イ
キ
ン

グ
プ
ラ
ン
や
釣
り
情
報
、
沿
線
ニ
ュ
ー
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

当
時
を
知
る
日
本
の
女
性
登
山
家
の
草
分

け
的
存
在
で
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
だ
っ
た

故
坂
倉
登
喜
子
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
行
わ

れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
（『
マ
ン
ス
リ
ー
と
ー
ぶ
』
昭
和
61
年

11
月
号
）。

「
昭
和
7
、
8
年
頃
か
ら
東
武
さ
ん
と
の

お
付
き
合
い
が
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。（
略
）
と
に
か
く
私
は
奥
武
蔵
、
東
上

線
の
山
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。（
略
）
旅

客
課
の
方
た
ち
と
お
付
き
合
い
が
始
ま
っ

て
、
土
曜
日
に
な
る
と
、
指
導
標
を
立
て
に

行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
旅
客
課
に
協
力
し

て
、
現
在
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
一
緒
に

開
拓
し
た
わ
け
で
す
ね
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
坂
倉
さ
ん
は
、
昭

和
13
年
か
ら
15
年
頃
が
奥
武
蔵
ハ
イ
キ
ン
グ

の
最
盛
期
で
、
登
山
者
の
グ
ル
ー
プ
で
車
内

は
満
員
、
乗
り
残
し
が
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
と

回
想
し
て
い
る
。

し
か
し
、
戦
局
が
進
み
、『
東
武
ハ
イ
キ

ン
グ
』
は
『
東
武
健
民
』
と
改
題
し
て
発
行

を
続
け
た
も
の
の
、
昭
和
19
年
に
は
や
む
な

く
休
刊
。
Ｔ
・
Ｈ
・
Ｇ
が
活
動
を
再
開
し
た

の
は
、
戦
後
の
混
乱
も
お
さ
ま
り
、
社
会
も

安
定
を
見
せ
始
め
た
昭
和
24
年
、「
東
武
旅

行
会
」
と
名
前
を
改
め
て
の
出
発
だ
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
、
会
報
誌
も
月
刊
『
東
武
』

の
誌
名
で
4
月
号
か
ら
創
刊
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
レ
ジ
ャ
ー
情
報
を
中
心
と
す
る
総
合
誌

的
な
会
報
誌
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

ま
た
、
同
年
10
月
号
か
ら
は
「
旅
と
ロ
マ

ン
ス
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
加
わ
り
、

「
東
武
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
編
集
を
担
当
し
て
い

る
。
東
武
ペ
ン
ク
ラ
ブ
と
は
、
東
武
沿
線
に

住
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
東
武
沿
線
に
ゆ
か

り
や
愛
情
を
も
っ
て
い
る
作
家
、
詩
人
、
写

真
家
、
画
家
が
集
ま
っ
た
ペ
ン
ク
ラ
ブ
だ
。

詩
人
の
三
ツ
村
繁
を
中
心
に
、
写
真
家
の
土

門
拳
、
画
家
の
原
精
一
な
ど
（
い
ず
れ
も
故

人
）、
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
そ
ろ

え
、
誌
面
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
た
。

現
在
の
東
武
鉄
道
の
広
報
誌
『
マ
ン
ス

リ
ー
と
ー
ぶ
』
は
、
何
回
か
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
経
つ
つ
、
こ
の
『
東
武
』
創
刊
号
か
ら

通
刊
し
て
お
り
、
今
年
の
12
月
号
は
第

７
４
０
号
を
数
え
る
。

　「
東
武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」
の
開
始

そ
の
後
、
幾
度
か
の
ブ
ー
ム
の
波
が
あ

り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
は
自
然
を
楽
し
む
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
根
づ
い
て
い
っ
た
。
東

武
鉄
道
で
も
、
旅
客
誘
致
の
重
要
施
策
の
一

つ
と
し
て
、
沿
線
の
自
然
や
観
光
資
源
を
活

か
し
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
の
開
催
を
続
け
て

い
っ
た
。
そ
し
て
現
在
、
定
期
開
催
さ
れ
て

い
る
の
が
、
東
上
線
と
本
線
（
伊
勢
崎
線
・

日
光
線
・
野
田
線
）
の
両
線
で
、
毎
回
数
千

人
規
模
の
参
加
者
を
集
め
て
行
わ
れ
る
「
東

武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」
だ
。

東
武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
の
歴
史
は
、
28
年

を
数
え
る
。
そ
の
第
1
回
は
、
昭
和
57
年
１

月
21
日
に
東
上
線
・
寄
居
駅
で
開
催
し
た
外

秩
父
ハ
イ
キ
ン
グ
だ
。
参
加
者
１
２
１
人
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

「
本
線
は
日
光
、
鬼
怒
川
と
い
う
大
き
な

観
光
資
源
を
持
っ
て
い
る
。
東
上
線
に
は
関

東
三
大
蔵
町
の
川
越
が
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
観
光
資
源
と
し
て
弱
い
。
わ
れ
わ
れ
が

『
外
秩
父
』
と
呼
ぶ
関
東
山
地
の
豊
か
な
自

然
を
、
も
っ
と
活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
た
。

当
社
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
の
伝
統
と
実
績
が
あ

る
。
沿
線
の
自
然
を
観
光
資
源
に
、
旅
客
誘

致
策
と
し
て
『
東
上
線
の
ハ
イ
キ
ン
グ
』
を

強
く
打
ち
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
」
と
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
鉄
道

事
業
本
部
東
上
業
務
部
の
佐
川
智
明
営
業
課

長
は
語
る
。

翌
58
年
4
月
に
は
、
本
線
・
新
大
平
下
駅

左／昭和15年 1月発行の「東武ハイキング」。
右／東武鉄道沿線のハイキングコースを紹介した
　　「HIKING GUIDE」。（昭和 26年 10月 1日発行）

上／東武ハイキンググループの会報誌として誕生した
　　「東武ハイキング」。昭和16年 8月発行の第 4巻第 8号。
左／「旅とロマンス」のサブタイトルが付いた
　　「東武」昭和 25年 1月号。
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で
、
太
平
山
・
晃
石
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開

催
。
２
２
４
人
が
参
加
し
、
本
線
で
も
東
武

健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
初
期
の
頃
は
事
前
応
募
制
で
、
往
復
は

が
き
で
参
加
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
て
い

た
。
ス
タ
ッ
フ
が
先
頭
に
立
ち
、
隊
列
を
組

ん
で
歩
く
。
コ
ー
ス
途
中
に
人
員
を
配
し

て
、
後
続
の
参
加
者
を
誘
導
す
る
。
深
い
山

道
を
歩
く
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
、
安
全
管

理
に
は
万
全
の
体
制
を
敷
い
て
い
た
」
と
佐

川
課
長
は
言
う
。

し
か
し
、
徐
々
に
申
し
込
み
が
上
限
の

１
０
０
０
人
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
断
ら

れ
た
参
加
希
望
者
か
ら
「
な
ぜ
参
加
で
き
な

い
の
か
」
と
不
満
の
声
が
挙
が
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
線
は
第
１
８
７
回

（
平
成
14
年
10
月
19
日
）
か
ら
、
東
上
線
は

第
２
４
３
回
（
平
成
15
年
３
月
15
日
）
か
ら
、

一
部
の
コ
ー
ス
を
除
き
、
当
日
に
受
付
で
申

し
込
む
自
由
参
加
制
に
切
り
替
え
て
い
る
。

自
由
参
加
制
に
な
る
と
、
参
加
者
が
急
増

し
、
平
成
16
年
に
は
両
線
と
も
１
回
の
参
加

人
数
が
２
０
０
０
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
参
加
人
数
で
は
さ
す
が
に
隊
列
歩

行
は
で
き
な
く
な
り
、
サ
ポ
ー
ト
面
に
つ
い

て
は
、
出
発
地
点
か
ら
ゴ
ー
ル
地
点
ま
で
、

要
所
に
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
参
加
者
を
見

守
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替

え
、
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
標
高
３
０
０
〜

８
０
０
ｍ
級
の
山
行
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
が
、

「
や
さ
し
い
コ
ー
ス
を
歩
き
た
い
」
と
い
う

参
加
者
が
多
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
低
山

や
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

移
行
し
て
い
る
そ
う
だ
。

参
加
者
の
9
割
が
リ
ピ
ー
タ
ー

東
武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
東
上
線
と

本
線
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
線
特
徴
を
活
か
し

た
コ
ー
ス
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
線

は
名
所
旧
跡
め
ぐ
り
や
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
東
上
線
は
季
節
の
花
め
ぐ
り
や
自
然
を

楽
し
む
コ
ー
ス
が
多
い
。
コ
ー
ス
は
、
歩
く

距
離
や
所
要
時
間
、
平
地
か
ら
軽
い
登
山
ま

で
の
難
易
度
に
よ
っ
て
、
レ
ベ
ル
1
か
ら
レ

ベ
ル
3
ま
で
分
類
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

平
成
22
年
度
の
開
催
回
数
は
両
線
合
わ
せ

て
19
回
。
22
年
度
末
ま
で
の
通
算
で
は
、
本

線
で
２
９
０
回
、
東
上
線
で
３
２
２
回
、
開

始
以
来
６
０
０
回
を
超
え
る
。
以
前
は
、
本

線
と
東
上
線
の
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催
日
が
重
な

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
「
両
方
参
加
し
た
い
」

と
い
う
声
を
受
け
て
、
21
年
か
ら
は
開
催
日

の
す
り
合
わ
せ
を
行
う
と
と
も
に
、
両
線
の

開
催
案
内
を
統
一
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
平
均
参
加
人
数
は
、
お
よ
そ

２
０
０
０
人
だ
が
、
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は

３
０
０
０
人
近
く
に
膨
ら
む
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
中
で
も
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
ち
な

ん
だ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
、
約
５
０
０
０
人
も

の
人
が
参
加
し
た
と
い
う
。

「
こ
れ
ま
で
お
客
さ
ま
の
声
を
反
映
し
な

が
ら
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
実
績
を
積
ん
で

き
た
。
毎
年
、
新
た
な
コ
ー
ス
を
組
み
入

れ
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
」
と
佐
川
課
長
は
語
る
。

参
加
者
の
リ
ピ
ー
タ
ー
率
も
９
割
と
ず
ば

抜
け
て
高
い
。
そ
の
秘
密
は
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ

７
」
と
い
う
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
で
、
こ
こ
に

も
東
武
鉄
道
の
工
夫
が
見
て
と
れ
る
。

19
回
開
催
さ
れ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
7
回
参

加
し
、
毎
回
完
歩
し
て
ゴ
ー
ル
で
ス
タ
ン
プ

の
押
印
を
受
け
る
と
記
念
品
が
も
ら
え
る
と

い
う
特
典
で
、
現
在
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る

の
は
保
温
機
能
付
き
の
水
筒
か
ボ
デ
ィ
バ
ッ

グ
。
い
ず
れ
も
ハ
イ
キ
ン
グ
の
必
需
品
だ
。

実
際
、「
ス
タ
ン
プ
を
貯
め
る
こ
と
を
励
み

に
頑
張
っ
て
参
加
し
て
い
る
」
と
言
う
人
が

多
く
、「
体
調
が
悪
い
の
に
無
理
を
し
て
参

加
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
」（
佐
川
課

長
）、
21
年
ま
で
9
つ
だ
っ
た
ス
タ
ン
プ
数

を
22
年
か
ら
は
7
つ
に
減
ら
す
配
慮

を
し
た
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
だ
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
22
年
度
の
東
武

健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
で
目
を
引
く
の

は
、
東
上
線
の
８
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ

の
う
ち
２
回
が
秩
父
鉄
道
と
の
共
催

企
画
で
あ
る
こ
と
だ
。
ど
ち
ら
も
東

上
線
、
秩
父
鉄
道
線
双
方
を
乗
車
す
る
よ
う

に
コ
ー
ス
が
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
他
社
と
の
共
催
企
画
は
、
東
武

健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
以
外
の
ハ
イ
キ
ン
グ
プ
ラ

ン
と
し
て
、
年
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
る

と
い
う
。
秩
父
鉄
道
以
外
に
も
相
互
直
通
運

転
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
西
武
鉄
道

や
東
急
電
鉄
と
共
催
で
ハ
イ
キ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
相
互
誘

客
を
図
り
、
鉄
道
そ
の
も
の
の
活
性
化
を
目

指
し
て
い
る
。　

舞
台
裏
で
の
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労

安
全
で
ス
ム
ー
ズ
に
大
会
を
運
営
し
、
楽

し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
を
提
供
す
る
た
め
に
、
ス

❶外秩父七峰縦走ハイキング大会の前日、山道の雪かきに精を出すスタッフ。
❷参加者で混み合う小川町駅のホーム。❸手書きでコース変更を知らせる案内板。

❷

❶

❸
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タ
ッ
フ
は
参
加
者
の
目
に
は
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
い

る
。一

つ
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
事

前
の
準
備
だ
。
お
お
む
ね
３
回
は
歩
き
、

入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

「
１
回
目
は
、
コ
ー
ス
の
見
所
や
地

域
の
特
色
を
リ
サ
ー
チ
し
、
自
治
体
な

ど
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
情
報
収
集
を

行
う
。
そ
れ
ら
を
基
に
コ
ー
ス
を
つ
く

り
、
２
回
目
は
実
際
に
歩
い
て
み
る
。

コ
ー
ス
は
、
途
中
で
け
が
人
な
ど
が
出

た
場
合
も
考
え
て
、
近
く
に
車
道
が
あ

る
場
所
を
選
定
し
て
い
る
。
最
後
は
開

催
の
前
日
に
必
ず
歩
き
、
道
が
確
保
さ

れ
て
い
る
か
、
危
険
性
は
な
い
か
、

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
」
と
、
東
上
業
務
部

営
業
課
の
結
城
光
正
氏
は
語
る
。

結
城
氏
自
身
、
１
年
間
に
50
回
程

度
、
コ
ー
ス
を
歩
く
。
22
年
は
、
全
国

的
に
蜂
の
被
害
が
多
か
っ
た
た
め
、
蜂

の
巣
の
有
無
に
つ
い
て
は
特
に
注
意
を

払
っ
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
参
加
者
の
間
で
は
「
東
武
鉄

道
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
他
の
大
会
よ
り
も

ス
タ
ッ
フ
数
が
多
く
て
安
心
」
と
い
う

定
評
が
あ
る
。

佐
川
課
長
に
よ
れ
ば
「
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
地
点
に
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い

る
。
特
に
道
路
を
横
断
す
る
場
所
や
迷

い
そ
う
な
場
所
に
は
必
ず
ス
タ
ッ
フ
が

つ
い
て
、
参
加
者
に
安
心
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
そ
う
だ
。
東

武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
の
通
常
の
大
会
で

は
、
15
人
程
度
が
配
置
に
つ
く
。

一
方
、
開
催
地
へ
の
配
慮
も
怠
っ
て
は
い

な
い
。
参
加
者
に
は
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
の
注

意
を
呼
び
か
け
、
住
宅
地
で
は
事
前
に
一
軒

一
軒
挨
拶
に
出
向
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
主
催
者
側
の
努
力
や
配
慮
は
、

参
加
者
に
も
十
分
通
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
東

武
鉄
道
に
は
「
楽
し
か
っ
た
の
で
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
東
上
業
務
部
営
業
課
の
植
木
彩
恵
課
長

補
佐
は
、「
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
東
上

線
の
良
さ
を
知
り
、
定
年
後
に
沿
線
移
住
し

た
方
か
ら
、
週
末
は
夫
婦
で
ひ
と
駅
ず
つ
ハ

イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
手
紙
を

い
た
だ
い
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
事
業
に
携
わ
っ

て
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い

る
。

春
の
外そ

と
ち
ち
ぶ
な
な
み
ね
じ
ゅ
う
そ
う

秩
父
七
峰
縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

東
上
線
で
は
、
東
武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
の

ほ
か
大
規
模
な
大
会
と
し
て
、
春
の
「
外
秩

父
七
峰
縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
」
と
、
秋
の

「
武
蔵
お
ご
せ
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
」
を
主
催

し
て
い
る
。

昭
和
61
年
に
始
ま
っ
た
外
秩
父
七
峰
縦
走

ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
は
、
東
武
鉄
道
が
実
施
す

る
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
新
ハ
イ
キ
ン
グ
社
の
発
案
に
よ
る
も

の
だ
。
当
時
盛
ん
だ
っ
た
神
戸
の
「
六
甲
山

縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
」
の
関
東
版
を
企
画
、
東

上
業
務
部
が
企
画
の
具
体
化
や
各
種
調
整
、

準
備
を
行
い
、
開
催
が
決
ま
っ
た
。
コ
ー
ス

途
中
に
何
カ
所
か
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設

大会前の季節外れの大雪で、急きょコース
がショートカットされて開催された第 25
回外秩父七峰縦走ハイキング大会。当日は
晴天に恵まれた。
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け
、
制
限
時
間
内
に
コ
ー
ス
を
完
歩
す
る
ラ

リ
ー
形
式
で
行
う
の
が
大
き
な
特
色
と
な
っ

て
い
る
。

コ
ー
ス
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
約

42
㎞
。
小
川
町
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
7

つ
の
山
の
尾
根
を
歩
き
、
寄
居
駅
近
く
の
鉢

形
城
歴
史
館
で
ゴ
ー
ル
す
る
。
完
歩
賞
と
し

て
、
そ
の
年
ま
た
は
2
連
続
参
加
で
完
歩
し

た
参
加
者
に
は
、
毎
年
グ
リ
ー
ン
色
の
帽
子

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
が
、
22
年
は
25
周
年

を
記
念
し
て
特
別
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
帽
子
が

用
意
さ
れ
た
。

そ
の
記
念
す
べ
き
第
25
回
―
―
大
会
は
、

始
ま
っ
て
以
来
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ

れ
た
。
前
々
日
か
ら
前
日
に
か
け
て
、
季
節

外
れ
の
大
雪
が
降
っ
た
の
だ
。
前
日
、
コ
ー

ス
を
回
っ
た
結
城
氏
ら
緊
急
出
動
し
た
10
人

の
ス
タ
ッ
フ
は
、
山
道
の
雪
か
き
に
取
り
組

ん
だ
。
外
秩
父
七
峰
縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

は
、
全
国
か
ら
参
加
者
が
集
ま
る
。
42
㎞
を

完
歩
す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
、
そ
の
日
に
臨
む
。
遠
方
か
ら

の
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
前
泊
も
し
て
い
る
。

「
そ
う
し
た
お
客
さ
ま
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
と
て
も
中
止
に
は
で
き
な
い
。
苦
肉
の

策
で
、
コ
ー
ス
を
35
㎞
に
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

し
た
」（
結
城
氏
）

佐
川
課
長
も
「
最
終
的
な
コ
ー
ス
決
定
は

前
日
の
午
後
５
時
。
そ
れ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
変
更
と
移
動
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
み
直
し
、
深
夜
ま
で
か
か
っ
て
臨
時
の
手

書
き
立
て
看
板
を
作
成
し
た
」
と
振
り
返

る
。4

月
18
日
当
日
は
、
幸
い
晴
天
に
恵
ま
れ

た
。
駅
や
ホ
ー
ム
の
案
内
テ
ロ
ッ
プ
で
開
催

を
確
認
し
て
か
ら
小
川
町
に
来
た
人
も
多

か
っ
た
た
め
、
ス
タ
ー
ト
の
ピ
ー
ク
が
多
少

ず
れ
込
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
６
０
８
５
人
が

参
加
し
た
。

要
所
で
誘
導
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
約
90
人
。

時
間
に
な
っ
た
ら
別
の
場
所
に
移
動
す
る
な

ど
、
配
置
カ
所
を
刻
々
と
変
え
て
い
く
。
ま

た
10
台
以
上
の
車
が
待
機
し
、
ス
タ
ッ
フ
移

動
や
け
が
人
発
生
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え

た
。
参
加
者
が
す
べ
て
下
山
し
た
後
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
ア
ン
カ
ー
と
し
て
指
定
地
ま
で

歩
き
、
最
終
確
認
す
る
。

「
参
加
者
の
自
己
責
任
を
前
提
と
し
な
が

ら
も
、
必
ず
安
全
確
認
す
る
こ
と
や
、
危

険
・
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
て
要
所
で
待
機
す
る

の
は
や
は
り
鉄
道
会
社
ら
し
い
姿
勢
」
と
佐

川
課
長
は
語
る
。

大
会
は
、
東
上
業
務
部
の
臨
機
応
変
な
対

応
で
、
無
事
終
了
し
た
。
新
緑
と
桜
の
花
と

雪
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
た
、
珍
し
い
大
会

と
な
っ
た
。
ま
た
、
コ
ー
ス
が
短
縮
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
参
加
者
の
８
割
近
く
が
完

歩
と
い
う
嬉
し
い
お
ま
け
も
つ
い
た
。

一
方
、
コ
ー
ス
が
あ
る
小
川
町
、
東
秩
父

村
、
寄
居
町
と
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
協
会
、
近

隣
の
と
き
が
わ
町
は
、
大
会
に
協
力
し
て
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
ゴ
ー
ル
地
点
で
、
湯

茶
の
サ
ー
ビ
ス
、
食
事
や
特
産
品
の
出
店
を

行
っ
た
。
こ
う
し
た
地
元
の
協
力
が
賑
わ
い

を
つ
く
り
出
す
。
直
前
に
コ
ー
ス
変
更
が

あ
っ
た
た
め
、
出
店
場
所
の
移
動
も
あ
っ
た

そ
う
だ
が
、
舞
台
裏
の
苦
労
が
表
に
出
る
こ

と
は
な
く
、
地
元
の
「
お
も
て
な
し
」
に
参

武蔵おごせハイキング大会の終盤、越生町の里を歩く。
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加
者
も
満
足
げ
だ
っ
た
。

秋
の
武
蔵
お
ご
せ
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

秋
の
「
武
蔵
お
ご
せ
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
」

は
12
回
を
数
え
る
。
日
本
市
民
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
公
認
の
大
会
だ
。

平
成
11
年
に
東
武
美
術
館
（
平
成
12
年
閉

館
）
で
「
役

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
と
修
験
道
の
世
界
展
」
が

企
画
さ
れ
た
際
、
日
本
歩
け
歩
け
協
会
（
現

日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
）
か
ら
、
役
行
者

像
に
ち
な
ん
だ
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
を
越
生
町

で
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
持
ち
か
け
ら
れ

た
。
そ
の
昔
、
役
行
者
が
越お

ご
せ生
町
の
黒
山
三

滝
を
修
験
道
の
道
場
と
し
て
開
い
た
こ
と
か

ら
、
黒
山
三
滝
に
役
行
者
像
が
建
て
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

東
武
鉄
道
が
越
生
町
に
呼
び
か
け
、
同
年

9
月
12
日
、「
武
蔵
越
生
・
役
行
者
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
が
実
現
し
た
。
以
後
、
名
称

を
変
え
、
現
在
に
続
い
て
い
る
。

お
ご
せ
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
七
つ
の
山
の
尾

根
を
歩
く
七
峰
縦
走
と
比
べ
れ
ば
、
高
低
差

は
小
さ
い
も
の
の
、
黒
山
か
ら
比
較
的
険
し

い
山
を
登
り
山
道
を
歩
く
、
全
長
27
㎞
の
長

い
コ
ー
ス
だ
。
体
力
に
合
わ
せ
て
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
険
し
い
山
道
を
カ
ッ
ト
し
た
17

㎞
コ
ー
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
歩
け
る
７
㎞

コ
ー
ス
も
用
意
し
て
い
る
。

ま
た
も
う
一
点
、
七
峰
縦
走
と
大
き
く
異

な
る
の
は
、
大
会
が
越
生
町
と
の
共
催
で
あ

る
こ
と
だ
。
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
地
点
は
町

の
中
央
公
民
館
前
の
駐
車
場
が
提
供
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
越
生
町
役

場
職
員
が
24
人
参
加
。
総
勢
約
60
人
の
ス

タ
ッ
フ
で
当
日
の
運
営
に
あ
た
っ
た
。　

22
年
の
開
催
日
は
10
月
31
日
だ
っ
た
が
、

春
の
七
峰
縦
走
に
続
い
て
、
秋
も
異
常
気
象

の
影
響
を
受
け
た
。
前
日
に
関
東
地
方
を
、

例
年
よ
り
一
カ
月
ほ
ど
遅
い
台
風
が
直
撃
し

た
の
だ
。
当
日
未
明
ま
で
に
台
風
は
抜
け
、

大
会
は
中
止
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
前
日

の
結
城
氏
ら
の
コ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク
で
、
一
部

コ
ー
ス
変
更
し
た
17
㎞
コ
ー
ス
と
７
㎞
コ
ー

ス
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
大
会
に
は

４
０
０
０
人
が
参
加
、
成
功
裡
に
終
わ
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　参
加
者
層
拡
大
へ
の
取
り
組
み

「
コ
ー
ス
が
長
い
大
会
で
は
、
最
後
に
ス

タ
ッ
フ
が
車
で
後
追
い
を
し
て
、
歩
い
て
い

る
お
客
さ
ま
に
『
車
に
乗
り
ま
す
か
』
と
声

を
か
け
る
。
し
か
し
、『
最
後
ま
で
で
き
る

だ
け
自
分
の
足
で
歩
き
た
い
』
と
答
え
る
方

が
多
い
。
そ
れ
に
声
か
け
し
た
だ
け
で
元
気

に
な
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ま
も
い
る
」
と
植

木
課
長
補
佐
は
語
り
、「
い
ろ
い
ろ
な
参
加

者
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
苦
労
し
て
、
た
ど

り
着
く
喜
び
が
あ
る
。
ま
さ
に
ド
ラ
マ
だ
と

思
う
」
と
結
城
氏
は
続
け
る
。

ハ
イ
キ
ン
グ
の
醍
醐
味
は
、
一
人
あ
る
い

は
仲
間
と
、
山
や
里
、
街
を
自
ら
の
足
で
歩

き
切
る
達
成
感
に
あ
る
。「
そ
う
し
た
お
客

さ
ま
の
気
持
ち
を
く
み
取
り
な
が
ら
、
運
営

し
て
い
き
た
い
」
と
佐
川
課
長
も
語
る
。

春
と
秋
の
こ
の
２
大
会
は
事
前
申
し
込
み

制
だ
が
、
毎
年
参
加
す
る
フ
ァ
ン
も
多
く
、

受
付
開
始
後
早
々
に
定
員
に
達
す
る
人
気

だ
。ま

た
、
東
武
鉄
道
主
催
の
ハ
イ
キ
ン
グ
大

会
は
基
本
的
に
無
料
で
、
参
加
賞
や
抽
選
で

も
ら
え
る
賞
品
、
完
歩
賞
品
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
賞
品
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
参
加
者
も
多
い
。
お
ご
せ
ハ
イ
キ

ン
グ
大
会
の
参
加
賞
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
だ
っ
た
が
、
ス
タ
ー
ト
地
点
で
受
け
取

り
、
さ
っ
そ
く
そ
の
場
で
着
て
い
る
人
の
姿

も
見
か
け
た
。

こ
う
し
た
参
加
者
が
帰
宅
す
る
の
を
見
届

け
、「
最
後
は
ス
タ
ッ
フ
が
円
陣
を
組
ん
で

挨
拶
す
る
」（
植
木
課
長
補
佐
）
頃
に
は
辺

り
は
真
っ
暗
だ
と
い
う
。
前
夜
遅
く
ま
で
準

備
し
、
当
日
は
早
朝
か
ら
稼
動
。
22
年
は
２

大
会
と
も
天
候
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
尽
力
で
無
事
終
わ
っ
た
。

今
後
の
課
題
は
、
参
加
世
代
を
ど
の
よ
う

に
拡
大
し
て
い
く
か
に
あ
る
と
言
う
。
現
時

点
で
は
確
か
に
中
高
年
の
参
加
が
多
い
。
し

か
し
、「
自
分
が
か
つ
て
参
加
し
て
感
動
し

た
の
で
、
今
回
は
家
族
で
参
加
し
た
」
と
い

う
人
、
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
で
わ
が
子
を
背

負
っ
て
短
い
コ
ー
ス
を
完
歩
し
た
男
性
、
両

親
と
共
に
七
峰
縦
走
の
35
㎞
を
歩
き
切
っ
た

小
学
生
、
友
人
同
士
で
や
っ
て
き
た
山
ガ
ー

ル
た
ち
な
ど
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た

ち
の
層
は
明
ら
か
に
広
が
っ
て
い
る
。

東
上
線
沿
線
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
東
上

業
務
部
と
沿
線
の
現
業
が
総
出
で
取
り
組

み
、
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。「
担
当
者

が
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
し
っ
か

り
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
、
楽
し
く
安
全
な
ハ
イ
キ
ン
グ
を
主

催
し
て
い
き
た
い
」（
佐
川
課
長
）

鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
責
任
と
自
負
を

も
っ
て
推
進
さ
れ
る
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
い
う

地
域
活
性
化
策
。
長
い
伝
統
は
こ
う
し
た
努

力
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

く
の
だ
ろ
う
。

参加賞にブルーのオリジナルＴシャツが贈られた
おごせハイキング大会。


